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要旨（800 字程度） 

社会主義革命では革命前と後とですさまじい暴力が行使された。スターリンによる大テロルはと

くに有名であるが、こうした暴力と暴力思想はマルクス・エンゲルスの「革命暴力肯定論」に始

まり、レーニンからスターリンへ、そして毛沢東へと変異を遂げながら継承され、伝播していっ

たのではないか。本論文では、このような革命暴力の実態を整理し、暴力遺伝子が作動する要

因・メカニズムは何かを探ろうとする。「遺伝子」はどのような変異を遂げてきたのか、なぜ、

またいかなる形で伝播・継承されていったのか、暴力に関する社会主義革命の本質と性格を把握

することが、両国の現在の体制、つまりロシアにおけるプーチンの、中国における習近平の強権

体制の性格を理解する上でも重要な鍵なのではないか、と考えられる。論文は以下のような構成

からなる。 
はじめに：革命暴力の 3段階と 2形態 

１．革命暴力の実態：ソ連と中国 

２．マルクス・エンゲルスの暴力論 

3．レーニンの暴力論 

4．スターリンの暴力論 

５．毛沢東の暴力論 

結びに代えて：革命暴力と社会主義革命をどう見るか 

 

 


